




























































































































































































奉公先国 奉公先村 奉公内容 性別 人数 実数 備　　　考
紀伊
梶賀浦 船方奉公 男 1 1
九木浦 船方奉公 男 1 1
大鷲浦 船方奉公 男 15 15 大鷲→尾鷲
曽根浦 船方奉公 男 1 1
三木島浦 男 1 三木浦 ･三木里浦 ･二木島浦のいずれか
大泊浦 男 1
伊勢
江村 船方奉公 男 1 1




四日市 下女奉公 女 1 1
部田 下女奉公 女 2 2
志摩 答志 船方奉公 男 1 1
安房
岩田村 船方奉公 男 2 2 安房 ･上総で岩田村確認できず、岩和田村（上総）か
守谷村 船方奉公 男 34 32 守谷村は上総国
張子村 船方奉公 男 1 1 安房 ･上総で張子村確認できず、銚子（下総）か
武蔵 江戸 男 2
尾張
小野浦村
船方奉公 男 4 4
下女奉公 女 2 2
東端村 下女奉公 女 1 1
岩屋村 下女奉公 女 1 1 岩屋→岩屋寺
久村 船方奉公 男 1 1
















































































　　内訳　中 84人（男 28人・女 56人）











　　内訳　中 85人（男 29人・女 56人）
　　　　　下 249 人（男 81人・女 168 人）
　上記のうち、5才以下の除外者 19人
　　内訳　中 6人（男 4人・女 2人）





　334 人の夫食願の実数のうち、男性は 110 人、
























































世　帯　構　成 世帯筆頭者 程度 家数 人数
世帯筆頭者を含む
男性 中 6 22
男性 下 22 81
女性 下 7 17
世帯筆頭者を含まない＋後家
男性 中 2 8
男性 下 9 24
世帯筆頭者を含まない
男性 中 17 55

















































































３分 20 2 分：1人見立：1人
２分 73 3 分：2人見立：13人







































役　割 人　名 帆反数 施　行 備　考
本役 伊平治 18＋4 （天保 10）紬 1反
本役 藤次郎 20＋19 （天保 10）袴着 1反（嘉永 4）0.7 石
本役 藤重郎 18＋2＋3 （天保 10）紬 1反 別の箇所に 5反の記載あり
本役 甚七 19＋19＋18＋18＋3 （天保 10）紬 1反（嘉永 4）3.5 石
本役 伊助 19＋18＋4 （天保 10）袴着 1反（嘉永 4）1石
本役 長八 20＋19＋5＋17 （天保 10）紬 1反（嘉永 4）0.8 石
本役 六郎兵衛 24*＋18＋16 （天保 10）袴着 1反 24 反の内 14反引
本役 長五郎 18＋18
本役 平吉 18
本役 嘉七 18＋19 （嘉永 4）0.8 石
本役 七郎平 20＋18＋4＋14*＋2＋19* （天保 10）紬 1反 14 反 ･19 反抜き
本役 次郎助 18＋18* 18 反甚四郎に成る
本役 平三郎 8*＋2＋19＋4＋17 （天保 10）紬 1反（嘉永 4）3.5 石 8反抜け





5 分 佐右衛門 20＋10*＋1 10 反抜け
5分 弥三八 23
5 分＊ 市郎兵衛 18 （嘉永 4）0.8 石 9分さらに 7分に訂正
5分＊ 弥助 見立に訂正
5分＊ 平五郎 3分に訂正

































































































































































































































































として 26 石５斗（のち 23 石５斗）、網役などの
諸役分の定納米５石５斗を山方に納めていたこと
がわかる。しかし、最初に述べたように、一色村






















































































































































































1980 ～ 1985 年。
（２）前掲『美浜町誌』、末永国紀「近世後期にお
ける塩の流通と廻船商業活動」『経済學論叢』
20-6（1973 年 1月）など。
（３）『美浜町誌』本文編 p113。
（４）『美浜町誌』本文編 p114。
（５）『美浜町誌』資料編一（美浜町誌編さん委員
会編集、美浜町発行、1980 年）。
（６）『名古屋叢書続編』第８巻（名古屋市教育委
員会編集・発行、1969 年）。のち愛知県郷土
資料刊行会復刻刊行（1976 年）。
（７）木村礎校訂、東京堂出版発行、1995 年。
（８）「諸願達之控」（正蔵寺所蔵）。
（９）前掲（５）参照。
（10）『名古屋叢書続編』第３巻（名古屋市教育
委員会編集・発行、1966 年）。
（11）「尾張徇行記」（前掲注（６））。
（12）『美浜町誌』本文編 pp.178-217。
（13）徳川林政史研究所HP上で、目録は公開さ
れている。
（14）徳川林政史所蔵知多郡史料のうち。
（15）『美浜町誌』本文編 p186。
（16）石井謙治『江戸海運と弁才船』（財団法人
日本海事広報協会発行、1988 年）p168 掲載
の表による。
（17）盛田家文書Ⅰ-103「御触状留」（鈴渓資料
館所蔵）。
（18）「諸願達之控」。
（19）『新修半田市誌』本文篇上巻（半田市誌編さん
委員会編集、半田市発行、1989年）pp.630-633
ほか。しかし、払居米制は単なる酒造奨励策で
はない。尾張藩の財政政策や江戸屋敷などを含
めた資金の実際の動かし方なども含めて、払居
米制の意義・役割を考えることが必要である。
（20）「諸願達之控」。
（21）「諸願達之控」。

